
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(C)

2014～2011

認知症患者のバランス障害メカニズムの解明

Elucidation of the mechanism of imbalance in dementia patients

１０４３６２７２研究者番号：

中馬越　清隆（Nakamagoe, Kiyotaka）

筑波大学・医学医療系・講師

研究期間：

２３５９０８６９

平成 年 月 日現在２７   ５ ２７

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：アルツハイマー病（AD）患者の易転倒傾向について、バランス障害、特に前庭を介する調節
機構の観点から、その特徴を明らかにした。温度眼振検査を施行し、AD患者の転倒傾向とSR (suppression rate)（固
視による温度眼振の抑制率）の間に有意な関連性が示された。SRはAD患者の転倒傾向の指標に有効であることが示され
た。ADでは末梢レベルではなく、大脳レベルの前庭系の調節機能が障害されることにより、バランス障害を来すと考え
られた。

研究成果の概要（英文）：In patients with Alzheimer's disease (AD), we investigated balance impairment 
from the viewpoint of the vestibular regulation mechanism. To test the equilibrium function, we conducted 
a caloric nystagmus test. The SR is the suppression rate of vestibular nystagmus during the visual 
suppression (VS) test. The fact that the SR of patients who have a tendency to fall was significantly 
lower than in those who do not indicates that the SR is an effective indicator of the tendency to fall in 
AD patients. Impairment of VS in AD might arise from cerebral vestibular cortex impairment rather than 
comorbid peripheral vestibular disorders.
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１．研究開始当初の背景 
 認知症患者が転倒しやすい傾向にあるこ
とは日常診療上よく経験する。また、アルツ
ハイマー病などの認知症を合併する高齢者
は合併しない高齢者と比較して約 6倍以上の
転倒傾向があるという報告や（文献 1）、アル
ツハイマー病といった認知症患者では正常
者と比較して有意にバランス障害が存在す
るとする報告もある（文献 2）。アルツハイマ
ー病では初期から頭頂葉障害により空間認
知などの視覚異常や眼球運動障害を合併す
ることが知られ（文献 3）、これらが転倒の原
因の一つになると申請者は考える。認知症患
者の骨折による生活の質の低下は、認知症の
進行にも著しく悪影響を与えるため、骨折を
防ぐための転倒予防が重要となる。疾患や老
化等による運動機能低下に関してはリハビ
リテーションを含めこれまでにも取り組み
が行われているが、バランス障害の観点から
の検討はこれまで十分になされていない。 
 
２．研究の目的 
 申請者らは認知症患者の転倒予防として、
まずバランス障害メカニズムの解明を第一
の目的とした。認知症患者のバランス障害に
おいて、前庭・小脳系システム障害や頭頂葉
障害による視覚異常が鍵となると申請者は
考えている。その根拠として、アルツハイマ
ー病の前庭神経核や小脳で神経原線維変化
などの病的な病理変化を認めた報告が挙げ
られる（文献 4、5）。また、認知症患者の特
殊型（前頭側頭葉変性症）の自験例では、前
庭刺激眼振検査での固視抑制（ visual 
suppression）が障害され、視覚による前庭
機能の調節機構の障害を認めている（文献 6）。
この症例では脳血流 SPECT 検査で前側頭葉
障害のみならず頭頂葉障害を合併すること
が確認された。これは脳幹・小脳障害を認め
ない認知症患者においても、前庭機能の視性
抑制機構に関連する頭頂葉などの皮質障害
が原因で転倒傾向が出現する可能性を示唆
している。また、視覚情報が減少する夜間の
転倒傾向とこの調節機構の破綻が密接に関
与するのではと申請者は推測する。言い換え
れば、前庭刺激眼振における視性抑制検査は
頭頂葉などの皮質機能の評価に役立ち、ひい
ては初期段階からの頭頂葉障害を特徴とす
るアルツハイマー型老年認知症など、認知症
の早期診断に役立つと考える。 
 
３．研究の方法 
 今回の研究では、アルツハイマー病 12
名（男性 6 名、女性 6 名、77.4±5.4 歳）と
非認知症高齢者群（コントロール群）12 名（男
性 6 名、女性 6 名、74.6±3.2 歳）を対象と
した。全ての被験者から筑波大学附属病院倫

理委員会規則に則り、インフォームドコンセ
ントを得た。アルツハイマー病群とコントロ
ール群の平均年齢に有意差は認めなかった。
アルツハイマー病の診断は 2011 年の診断ガ
イドラインに基づいて確定した。アルツハイ
マー病群の簡易認知症スケール MMSE
（Mini–Mental State Examination）の平均
値は 19.8 点/30 点満点で、全例が少なくとも
進行性のエピソード記憶障害と海馬委縮を
認めた。コントロール群の MMSE 平均値は
28.3 点だった。 
認知症患者の前庭機能を評価するため、電

気眼振計を用いて眼球運動異常を調査し、さ
らに前庭刺激検査を実施した。前庭刺激検査
にはエア・カロリック装置を使用した。エ
ア・カロリックを用いる利点として、正確に
一定の刺激を与えられるため刺激の定量化
が可能となること、従来の水注入によるカロ
リック検査と比較して患者さんへの負担が
少ないことが挙げられる。これにより比較的
簡便に前庭刺激検査を施行することが可能
となる。Visual suppression (VS) test におけ
る眼球運動を電気眼振計に記録した。VS test
は、前庭刺激で誘発された眼振が固視努力に
より、どれくらい減弱、抑制（固視抑制）さ
れるかをみる検査である。誘発された眼振の
パラメータとして、振幅（急速相および緩徐
相）、平均速度（急速相および緩徐相）を計
測した。固視抑制の障害を SR (suppression 
rate)（固視による眼振の抑制率）で評価した。
また、認知症の程度を評価し病変を抽出する
目的で、神経心理検査、画像検査（脳 MRI
及び脳血流 SPECT 検査）を施行した。これ
らの結果を併せて前庭機能との関係を調査
した。 
 
４．研究成果 
 認知症患者の前庭機能評価に温度眼振検
査を用いる臨床研究はこれまでに報告がな
く、初期の皮質機能障害を前庭機能検査結果
から評価する初めての試みである（文献 7）。 
温度眼振検査結果から、アルツハイマー病

患者の転倒傾向と SR の間に有意な関連性が
示された。SR はアルツハイマー病患者の転
倒傾向の指標に有効であることが示された。
SR と構成障害の間にも有意な関連性がみら
れた。SPECT 画像検査結果から構成障害に
関与する領域である、頭頂葉の血流低下を認
めた。 
一方 VS test 前の急速相と緩徐相それぞれ

の振幅および平均速度は全て有意差が認め
られず、末梢は比較的保たれることが推測さ
れた。つまりアルツハイマー病では末梢レベ
ルではなく、大脳レベルの前庭系の調節機能
が障害されることにより、固視抑制を来しバ
ランス障害につながる特徴が明らかになっ



た 
本研究の結果と過去の下頭頂小葉の障害

で固視抑制障害をきたす報告（文献 8）から、
前庭皮質に含まれる下頭頂小葉障害による
アルツハイマー病での固視抑制障害のメカ
ニズム仮説を提唱した（文献 7）。 
今回の成果を踏まえ、アルツハイマー病に

おける前庭障害の進行を防ぐためのリハビ
リテーションを将来的に提案したい。具体的
にはカロリック前庭刺激を治療として応用
し、大脳レベルの前庭調節機構を賦活化する
ことでバランス障害対策につなげたい。この
転倒予防への取り組みは大脳賦活により認
知症の進行予防にも重要となるかもしれな
い。 
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